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研究ノート
15
日本のアニメ・マンガ等の統計の体系化に関する予備研究
事業創造大学院大学
仲村　敏隆
要　旨
　産業、芸術、安全保障の面からアニメ・マンガ等は日本の貴重かつ重要な資源
になっている。しかし、韓国・中国等へのアニメ制作（動画）の流出による産業
の空洞化、それに伴う画の質の著しい低下、日本国内でのアニメ製作・制作能力
の低下傾向、都市伝説と化したアニメーターの厳しい労働条件、政権交代に伴う
アニメ・マンガの冷遇など、日本のアニメ・マンガ等をとり巻く内外の環境は厳
しく、崩壊の危機にあると指摘されてきた。
　しかし、これらは客観性・正確性に欠ける根拠に基づき議論が展開されてい
る。当然、研究・政策・起業における企画・立案・評価等の為には、証拠（エビ
デンス）に基づく分析、議論、提言が求められるが、必要となる、体系的で正確
な統計データの収集・統計調査の実施はなされていないに等しく、客観的な現状
把握は難しい。
　そこで、日本のアニメ・マンガ等に関する、体系的な統計データ・統計調査の
必要性を提示する。そして、それらに基づき、調査研究、政策立案、起業・クラ
スター形成などを行なう必要性があることを提示する。
キーワード
統計データ、統計調査、定量的分析、芸術統計、アニメ・マンガ統計
１　研究の背景と目的
　「おたくの為のもの、こどもの為のものであり、オトナの為のものではない。」
　それが、いまだに日本においてアニメ・マンガ等が受けている扱いである。
　日本のアニメ・マンガは、四半世紀以上前から海外で放映・販売され、ヨーロッパ、ア
メリカ、アジア、アラブなどで関心を呼んできた。その結果、日本のアニメ・マンガの
ファンは世界各国に多く存在し、関連する商品の市場規模は拡大をつづけ、産業（商業）
面において重要性が増している。
本稿の内容や意見は、所属組織の公式見解を示すものではない
